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・ 高分解能 (10 μm)。 ・ 非破壊測定 ・高速成分検査高分解能 (10 μm)。 ・ 非破壊測定。 ・高速成分検査。

・ X線CTに比べ安全 ・多成分情報の一括取得X線CTに比べ安全。 ・多成分情報の一括取得。

近赤外線 生体透 性が高く 生体試料 部分 信 を捉 る・近赤外線は生体透過性が高く、生体試料の深い部分の信号を捉える近赤外線は生体透過性が高く、生体試料の深い部分の信号を捉える
ことができることができる。

広帯域光源は OCTや分光分析に応用されている・ 広帯域光源は、OCTや分光分析に応用されている。広帯域光源は、 や分光分析に応用されて る。
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・470nm付近でPr3+とSm3+の励起帯、600nm付近でPr3+の励起帯とSm3+の付近で と の励起帯、 付近で の励起帯と の
発光帯が一致している発光帯が一致している。

・近赤外域でSm3+ とPr3+の発光が隣接している・近赤外域でSm3  とPr3 の発光が隣接している。

P 3+添加ガラスとS 3+添加ガラスの積層Pr3+添加ガラスとSm3+添加ガラスの積層
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・ 470nmLEDで Sm3+添加ガラスとPr3+添加ガラスを同時に励起した。470nmLEDで、Sm 添加ガラスとPr 添加ガラスを同時に励起した。

・ Sm3+添加ガラスの600 nmの発光でPr3+添加ガラスを励起した。Sm 添加ガラスの600 nmの発光でPr 添加ガラスを励起した。

・760～1100nmの発光（Si系検出器が対応できる近赤外線領域）を実現した。760 1100nmの発光（Si系検出器が対応できる近赤外線領域）を実現した。

ガラス蛍光体の積層により広帯域化に成功したガラス蛍光体の積層により広帯域化に成功した。

まとめまとめまとめ
・ 470nm付近でPr3+とSm3+の励起帯 600nm付近でPr3+の励起帯とSm3・ 470nm付近でPr3+とSm3+の励起帯、600nm付近でPr3+の励起帯とSm3

P 3+添加ガラスとS 3+添加ガラスを積層する とで 760 1100 の発・ Pr3+添加ガラスとSm3+添加ガラスを積層することで、760～1100nmの発添加ガラ 添加ガラ を積層する で、 の発

・ Pr3+添加ガラスとSm3+添加ガラスを積層した光源を作製し 最大光出力Pr 添加ガラスとSm 添加ガラスを積層した光源を作製し、最大光出力

作製した光源を用いて グラニュ 糖水溶液の吸光度スペクトルを取得し・作製した光源を用いて、グラニュー糖水溶液の吸光度スペクトルを取得し

本 究 部は 愛知県「知 拠点 重点 究プ ジ ク 補助を得 実施 た本研究の一部は、愛知県「知の拠点」重点研究プロジェクトの補助を得て、実施いたし

第28回近赤外フォーラム第28回近赤外フォーラム

するガラス蛍光体 体型LEDするガラス蛍光体一体型LEDするガラス蛍光体 体型LED
l i f 760 t 1100luminescence from 760 nm to 1100 nmluminescence from 760 nm to 1100 nm
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究科1 科学技術交流財団2究科1, 科学技術交流財団2
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405nmLEDとSm3+添加ガラスサイズが小さく 寿命が長い ・ 405nmLEDとSm3+添加ガラス、・サイズが小さく、寿命が長い
Pr3+添加ガラスを組み合わせて、

長
Pr 添加ガラスを組み合わせて、
860 1100nmの発光を実現した

ガ 体
860～1100nmの発光を実現した。

ガラス蛍光体 + LED 今回 以下の2点を検討したガラス蛍光体 + LED 今回、以下の2点を検討した。
・新しいコンセプトの近赤外広帯域光源 ・さらに広帯域化（短波長側へ）新しいコンセプトの近赤外広帯域光源

ズ

・さらに広帯域化（短波長側へ）
・サイズが小さく、長寿命を実現 ・光源の作製と応用サイズが小さく、長寿命を実現 光源の作製と応用

光源の作製と応用光源の作製と応用光源の作製と応用
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・ Pr3+添加ガラスとSm3+添加ガラス 470nmLEDをシリコーン樹脂で一体化した・ Pr3 添加ガラスとSm3 添加ガラス、470nmLEDをシリコ ン樹脂で 体化した。

・ 内径8mmのアルミカバーを被せた ・ 最大光出力0 5mWを実現した・ 内径8mmのアルミカバーを被せた。 ・ 最大光出力0.5mWを実現した。

グラニュー糖水溶液の分光分析グラニュー糖水溶液の分光分析

測定光学系測定光学系
概念図 二股光ファイバ（1mmφ） マルチチャネル光ファイバ（1mmφ）
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・濃度の異なるグラニュー糖水溶液を使い 上に示す簡易光学系で透過光強度を濃度の異なるグラニュ 糖水溶液を使い、上に示す簡易光学系で透過光強度を
測定し 吸光度スペクトルを求めた測定し、吸光度スペクトルを求めた。
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・ 吸光度スペクトルには、910nmと970nmにピークが観察された。吸光度スペクトルには、910nmと970nmにピ クが観察された。

・ 910 nm付近にはC-H結合の伸縮振動第3倍音が存在するため、グラニュー糖910 nm付近にはC H結合の伸縮振動第3倍音が存在するため、グラニュ 糖
の信号をとらえていると考えられるの信号をとらえていると考えられる。

・ 970 nm付近は 水のO H結合による伸縮振動第2倍音の吸収に対応している・ 970 nm付近は、水のO-H結合による伸縮振動第2倍音の吸収に対応している。

・グラニュ 糖濃度が増加するにつれて 吸光度も増加した・グラニュー糖濃度が増加するにつれて、吸光度も増加した。

作製した光源は 分光分析用光源として応用可能だと分かった作製した光源は、分光分析用光源として応用可能だと分かった。

3+の発光帯が一致し Sm3+とPr3+の発光が隣接することを示した3+の発光帯が一致し、Sm3+とPr3+の発光が隣接することを示した。

発光を実現した発光を実現した。発光を実現した。

力0 5mWを実現した。力0.5mWを実現した。

したした。

ま たました。


